
岩手県林業技術センター  林業技術情報 No.13（森林病虫害 NO.４）       平成17年8月8日発行 

 

スギカミキリの被害の発生高 
－被害発見には樹幹のどこを探したら良いか－ 
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（担当 森林資源部 主任専門研究員 髙橋健太郎）
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１ はじめに 
スギカミキリの被害を発見するためには樹幹のど

こを探したら良いか、当センターが1981年から88年
にかけて実施した調査例により紹介します。 
２ スギカミキリ被害の樹幹上の垂直分布 
調査は県内12林分で行い、各林分約100本につい

て、地上高別に被害箇所数を数えました。図にそ

の中の4林分における被害の垂直高分布を示しま

す。いずれの林分でも地上高1m以下の低い部位に

被害が多いことがわかります。林分の被害率が高

まると高い部位にも被害が認められるようになり

ますが、その場合でも低い部位に被害が多いのは

共通した傾向です。 
すなわち、スギカミキリの被害を発見するには、

根元付近の低い部分を注意して探すと良いでしょ

う。 
３ スギカミキリの産卵の習性 
スギカミキリの被害が低い部位に多いのは、ス

ギカミキリの産卵の習性によって説明できます。

スギカミキリは、成虫となって野外に出てくると、

すぐに交尾、産卵します。メスは通常は体内に納

めてある産卵管（長さ15mm程度）を伸ばし、樹

皮の隙間にさし込んで隙間内部の様子を探りま

す。卵は長卵形で長さ約3mm、幅約0.8mmです

が、隙間が狭すぎず広すぎず、卵がほどよく固

定されるような場所に産卵します。 
人工飼育で産卵に適した場所を作ってやると

1箇所に数10個、生涯で100～200個もの産卵を行

いますが、野外の樹皮下では1箇所あたり1～3個
の場合（隙間内部を探り、産卵しないこともあ

る）が多いようです。 
スギの樹皮を観察すると、低い部分の樹皮は

粗く、産卵に適した樹皮の隙間が多くみられる

のに対し、高い部分の樹皮はきめ細かく、産卵

に適した樹皮の隙間は多くありません。このこ

とが、スギカミキリの被害が低い部分に多いこ

との大きな要因であると考えられています。 
スギの樹皮が粗いと被害が多くなると考えら

れているので、「粗皮剥ぎ」といって、樹皮を

人為的に滑らかにし、被害発生を予防するとい

う方法もあります。 
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図 スギカミキリ被害の樹幹上の垂直分布 
調査地名の下、（ ）内は調査林分の被害率。県内の被害率は林分の所在や標高によって様々だが、平均すると10～

20％程度。調査地Aは微害林、調査地Dは激害林といえる。 

調査地A 
被害率４％ 

調査地B 
被害率２１％

調査地C 
被害率３２％

調査地D 
被害率５２％




